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論文の内容の要旨

インターネットの普及や IT技術の発展により、サーバーの高い処理能力が要求され、それとともに、サー

ノくーによる消費電力の増加が問題になってきている。本研究では QoS-orientedなサービスを処理する分散型

サーバーシステムを対象に、 QoS性能を維持することを第一の焦点として、その中で可能な限り消費電力削

減を行う動的なサーバー資源制御手法について提案している。まず、基本的な性能やスタンバイ状態を含む

消費電力傾向等に関しサーバ一台数の削減がサーバーシステム消費電力削減にとって重要であることに注目

し、 QoS性能を保持しつつ、省電力な動的サーバー資源制御手法を提案した。近年では、仮想計算機 (VM)

を用いてサーバーの集約を行う手法に注目集まっている。複数台存在したサーバーを 1引4インスタンスとし

て置き換え、複数の 1引4インスタンスを i台のサーバー上で運用することでの全体としてのシステム利用効

率を向上させるとともにシステム全体の消費電力を削減することができる。次に、 VMによって新たに可能

となる資源制御における QoS性能と消費電力特性評価を行った。すなわち、 1引4によって新たに可能となる

サーノくー資源制御要素「サーバー集約J、iVMのマイグレーションjおよび「プロセッサコアに対する 1引4

の割り当てjについて QoS性能および消費電力の観点から評価を行い、それらの有用性について検討を行っ

た。その結果に基づき、 1引4によって仮想化された分散型サーバクラスタに対する省電力化手法を提案し、

評価している。本研究では、データーセンタにおけるサーバーシステムで効率的な消費電力削減を行うため

にはサーバー台数レベルでの動的な制御手法が非常で重要であることが明らかになった。その制御を行うた

めの動的サーバー資源制御手法のアルゴリズムおよびシステムを提案し、 QoS性能維持と消費電力削減を達

成できることを示した。
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審査の結果の要旨

近年、インターネットの普及や IT技術の発展により、データーセンタ等のサーバーの消費電力の増加が

問題になってきている。本論文では、 QoS-orientedなサービスを処理する分散型サーバーシステムを対象に、

単に電力を下げるだけでなく、 QoS性能を維持しつつ電力削減に効果の高いサーバー台数レベルでの動的な

制御手法を提案し、その効果を実際のシステムにおいて検証していることは高く評価できる。また、最近の

サーノtーでよく行われている仮想マシンによるサーバーの集約の場合にも取り組み、サーバー台数制御のア

ルゴリズムを考案して、評価している。論文の構成や記述についてコメントがあったが、それについては検

討の上、改善した。全体として、本論文が取り組んでいるサーバーシステムの省電力化はこれからの情報シ

ステムにとって非常に重要な課題であり、本論文の知見はこれからますます大規模化・高性能化する情報シ

ステムの省電力化に役立つものと期待できる。

よって、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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